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RNA、DNAの構成要素であるリボース、デオキシリボースに代表される糖類は生命にとって

欠かすことのできない物質であり、アミノ酸や核酸塩基などの生体関連物質とともに隕石中か

ら発見されている[1,2]。糖類の前生物的な生成反応として、塩基性条件下でアルデヒドから糖

を生じるホルモース反応が有力視されている。宇宙空間においてホルモース反応が生じた可能

性のある有力な候補に隕石母天体が挙げられる。これは隕石母天体にはホルモース反応の原料

であるホルムアルデヒドが存在する可能性が高く、また、隕石母天体に含まれていた 26Al など

の放射性崩壊による熱により水質変質が起こり[3]、反応を促進した可能性があるからである。 

これまで私達の研究[4]により、隕石母天体内部を模擬した系でのアルドース生成におけるガ

ンマ線の有用性が示唆された。この反応においては、ガンマ線により生じるラジカル種を介し

てグリコールアルデヒドが生成され、これによりホルモース型反応が促進することが示唆され

た。アミノ酸の形成におけるガンマ線の影響は先行研究[5]にあり、ガンマ線の総線量といくつ

かのアミノ酸の生成量に線型の関係があることが示された。本研究では、ガンマ線の線量率や

照射時間を変化させ、アルドースの生成量との関係を検証した。  

隕石母天体内部の模擬として、ホルムアルデヒド：アンモニア：メタノール：純水を 5 : 1 : 

0.83 : 100のモル比率で混合した溶液を調整し、この試料に線量率や照射時間を変化させてガン

マ線(60Co線源, @東工大)を照射した。照射は 20 – 2580 Gy/h で 10 – 450 h行い、総線量は 0.49 

– 903 kGy であった。照射後、試料の一部(200 µL)をアルドノニトリル酢酸エステル誘導体化[6]

の後に GC/MS により分析し、アルドースの生成量とガンマ線量との関係を検証した。 

 ガンマ線の総線量が上昇するとアルドースの生成量も増加した。特に照射線量が 31.9 kGy以

下のサンプルにおいては、アルドース総生成量と照射線量との間に R2 > 0.8 の正の相関がある

ことが示唆された。ヘキソース以外の各炭素数のアルドースについても同様の傾向が見られた。

31.9 kGy以降の系での生成量は平衡状態とも微増とも考えられ、議論の余地がある。今後は 31.9 

kGy 以降の線量率のデータを重点的にとり、照射率や照射時間を含めて考察を深めていく。 
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